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「
警
察
署
」
や
「
警
察
本
部
」
に

な
り
す
ま
し
た
電
話
に
注
意
!!

廿日市市でナスを栽培する甲斐 仁さん。
詳しくは11ページでご紹介しています。

き
ら
り

　
今
年
４
月
か
ら
真
金
原
地
区
の
共
済

委
員
を
務
め
て
い
ま
す
。
地
域
の
方
と

組
合
の
橋
渡
し
の
役
割
を
担
っ
て
い
る

と
思
い
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
口
和
町
は
「
和
牛
の
里
」
と
し
て
知

ら
れ
、
私
自
身
も
削
蹄
師
と
し
て
40
年

あ
ま
り
畜
産
業
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
育
ち
盛
り
の
孫
た
ち
の
喜

ぶ
顔
を
見
た
く
て
、
丹
精
込
め
て
米
や

野
菜
を
作
っ
て
い
ま
す
。
家
族
と
の
ん

び
り
、
楽
し
ん
で
農
業
を
続
け
て
い
き

た
い
で
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

パ
ー
ト
ナ
ー

み
や

の

や
す

き
よ

庄
原
市
口
和
町宮

野 

康
清 

さ
ん 

(73)

　
東
広
島
市
を
中
心
に
活
動
す
る
社
会

人
劇
団
「
芝
居
空
間
侍
エ
レ
ク
ト
リ
カ

ル
パ
レ
ー
ド
」
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

年
明
け
に
は
東
広
島
市
市
民
文
化
セ
ン

タ
ー
で
第
15
回
の
公
演
を
行
う
予
定
で

す
。
老
若
男
女
誰
で
も
楽
し
め
る
演
劇

を
目
指
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
見
に

来
て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
６
月
か
ら
ベ
ラ
ン
ダ
で
家
庭
菜
園

を
始
め
ま
し
た
。
初
め
て
収
穫
し
た
ピ
ー

マ
ン
は
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

小
池 

香
陽
子 

さ
ん 

（29）

こ

い
け

か

よ

こ こ

東
広
島
市
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広
島
県
警
防
犯
情
報

困
っ
た
と
き
は

最
寄
り
の
警
察
署
ま
た
は

「
＃
９
１
１
０
」
に
連
絡
を
!!

電
話
に
出
る
と
警
察
官
を
名
乗
る
者
か
ら
・
・
・

必
ず
一
度
電
話
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

警
察
官
が
電
話
で
連
絡
し
、
捜
査
の
た
め
に

お
金
を
要
求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
！

相
手
の
所
属
、
名
前
、
内
線
番
号
な
ど
を
確
認
し
、

き
ん
ば
ら

ま

082-◯◯◯-0110

実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
る
警
察
の

代
表
電
話
な
ど
が
表
示
さ
れ
る

「
あ
な
た
に
犯
罪
の
容
疑
が
か
か
っ
て
い
る
」

「
身
の
潔
白
を
証
明
す
る
た
め
調
査
す
る
必
要
が

あ
る
」
な
ど
と
言
い
、
お
金
を
要
求
し
て
き
ま
す
!!

警
察
官
を
か
た
る
手
口
が
激
増
し
て
お
り
、

中
に
は
実
在
す
る
警
察
署
や
警
察
本
部
の

電
話
番
号
を
表
示
さ
せ
て
電
話
を
か
け
る

手
口
が
あ
り
ま
す
。



ゆずゼリー

安芸高田市吉田町山手1059-1
【TEL】 0826-47-2533
【営業時間】 産直棟：8：30～18：00（1・2月は9：00～17：30）　
　　　　　 休憩情報発信棟：10：00～17：00
【定休日】 12月31日～1月4日

川根
柚子協同組合

苺のスムージー

廿日市市吉和1886-1
※「吉和ラフレーズ」キッチンカーの営業は
　土・日・祝（雨天休業）。
　ＳＮＳでご確認ください。

吉和ラ
フレーズ

東広島市福富町久芳1506
【TEL】 082-435-2110
【営業時間】 平日 9:30～18:00 / 土日祝 9:00～18:00
【定休日】 なし（休業の場合はホームページに掲載） 

道の
駅 湖畔の里 福富

大長レモネード
おお ちょう

呉市宝町5-10  ゆめタウン呉 食品売り場内
【TEL】 090-3744-4644
【営業時間】 9：00～21：00
※年中無休

中元本店

えごまジェラート
セントルマルシェ

道の駅 三矢の里あきたかた吉和ふれあい交流センター

廿
日
市

道の駅 湖畔の里 福富　セントルマルシェ

東
広
島

中元本店直営店「トビキリ本舗」

呉

冷
た
い
食
べ
物
・
飲
み
物

M
ade in H

iroshim
a

残
暑
を
乗
り
切
る
！

特 集

　安芸高田市川根地区で栽培される「川根柚子」の
果汁にてんさい糖と寒天のみを加え、ユズ本来の香
りとやさしい甘さ、ぷるんとした食感を楽しめるゼ
リーです。
　農薬を使わず丁寧に育てられる川根柚子は、苦み
が少なく、まろやかな酸味と豊かな香り、厚い果皮
が特徴です。ゼリーは「ユズをもっと身近に」とい
う思いから、保存性や持ち運びやすさを考えたパッ
ケージで、今年の夏から販売が始まりました。
　ユズの栽培から加工品の製造、販売までを手掛け
る「川根柚子協同組合」の企画営業部長・熊高順八
さんは「ユズの果汁がたっぷり入った自信作。よく
冷やして、いろいろな場所で楽しんでいただければ」
と話しています。

　廿日市市吉和にあるイチゴ農園「吉和ラフレーズ」
のイチゴをふんだんに使用した、農園手作りのスムー
ジー。使われている夏秋イチゴ「冠苺」は、香りが
強く、甘みと酸味のバランスが取れ、生クリームと
の相性も抜群です。今年７月、おいしさを競う「全国
夏いちご選手権」で唯一の最高金賞に輝きました。
　地域の中心部にある「吉和ふれあい交流センター」
の前で、真っ赤なキッチンカーで販売しています。
カットされた冠苺と練乳、ホイップクリームをトッ
ピングすると、冠苺を一層味わうことができます。
　代表の栗田直樹さんは「まずはたくさんの人に吉
和を知ってもらいたい。吉和に足を運んで、自然豊
かな景色を眺めながら味わってください」と話して
います。

　二度煎りしてすったエゴマの香ばしい風味と濃
厚なミルクの相性がばっちりのジェラート。東広
島市福富町の「福富エゴマ会」が20年以上栽培を
続けるエゴマの実と、2005年から同市豊栄町で
ジェラートショップを営む牧場「トムミルクファー
ム」の新鮮なミルクを使用しています。
　「道の駅 湖畔の里 福富」駅長の生野佑二さんは
「地元の素材にこだわった、当駅完全オリジナルレ
シピのジェラートです。子どもさんにも喜んでも
らえるよう８月にリニューアルし、さらに濃厚で
ぜいたくな味わいになりました」と話しています。
　主に地元の素材を使用したフレーバーは年間16
種類。ミルクとのハーモニーを楽しみながら味わっ
てみてください。

　大長レモンの果汁と砂糖、呉市の酒造会社「千福」
の井戸からくみ上げられた仕込み水だけで作ったシ
ンプルなレモネードです。
　大長レモンは、ＪＡ広島ゆたか管内で栽培される
ブランドレモン。国産レモン栽培の発祥の地として、
旧大長村（現在の呉市豊町大長）時代から100年以
上の歴史があります。温暖な瀬戸内の気候で育つこ
とで、香りが高く、酸味の中に甘みを感じる爽やか
な味わいが特徴です。
　製造、販売する同市の「株式会社中元本店」営業部
長・若狭倫一さんは「冷凍した状態で仕入れた新鮮
なレモンの果汁と仕込み水で、すっきりした味わい
に仕上がっています。暑い時期にとても人気の商品
で、熱中症対策にもおすすめです」と話しています。

今
年
の
夏
も
記
録
的
な
猛
暑
で
し
た
ね
！
ま
だ
暑
さ
が
残
る
中
、火
照
っ
た
体
を
ク
ー
ル

ダ
ウ
ン
し
て
、元
気
に
な
れ
そ
う
な
、地
域
の
食
材
を
使
っ
た
食
べ
物
や
飲
み
物
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

北
広
島

かんむりいちご

ゆ ず

じゅんや

いく

い

の

ともかず
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無花果酢いーと
いちじく

尾道市久保１丁目5-2
【TEL】 0848-37-4597
【営業時間】 9：00～17：00
【定休日】 土日祝

尾道造酢

ＳＥＲＡの雫

世羅郡世羅町黒渕518-1
【TEL】 0847-25-4300
【営業時間】 9：00～17：00（1･2月は10：00～16：00）
【定休日】 火曜日（祝日・イベント期間は営業）・年末年始

セラ
アグリパーク

三次市東酒屋町585-5
【TEL】 0824-65-2888
【営業時間】 9：30～18：30
【定休日】 元日のみ

風季舎

ジェラート各種

庄原市山内町960-1
【営業時間】 11：00～16：30
　　　　　 （7月～9月は11：00～18：00）
【定休日】 水曜日
※詳しくはＳＮＳでご確認ください。

Que
en’s Gelato

三次産ピオーネジュレ

尾道造酢株式会社せらワイナリー（せら夢公園）

世
羅

風季舎 東酒屋店

三
次

Queen’s Gelato

庄
原

冷
た
い
食
べ
物
・
飲
み
物
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　尾道産のイチジク「蓬莱柿」で造る「いちじく酢」
をベースにした、甘くフルーティな香りの飲む酢。
炭酸水などで３～５倍に希釈すると、すっきり爽や
かな飲み心地になります。
　尾道市は、江戸時代初期に中国から伝わったとさ
れる蓬莱柿の栽培が盛んで、全国有数の出荷量を誇
ります。創業440年以上の歴史がある「尾道造酢株
式会社」取締役の田中丸善要さんは「尾道特産のイ
チジクを、誰もが飲みやすい味にしているので、お
子様から年配の方までたくさんの方に飲んでいただ
けたらうれしいです」と話しています。
　酢には疲労の回復を促したり、食後の血糖値上昇
を緩やかにしたりするなど、さまざまな効能がある
とか。夏バテ解消も期待できそうです。

　世羅町内の農園で収穫されたナシを使用し、果汁
100％ならではのぜいたくなおいしさを味わえる
ジュースです。
　同町は広島県のナシの産地として知られ、昼夜の
寒暖差が大きい気候を生かした「世羅なし」の栽培
が盛んです。ジュースに使用するナシは農園で丁寧
な管理のもと栽培され、規格外品になったものも状
態を確認して一部を使うことにより、フードロスの
削減にもつながっています。
　「株式会社セラアグリパーク」が運営し、ジュー
スを販売する「せらワイナリー」施設長の畠康晴さ
んは「近くに公園もあるので、幅広い年齢層の方に
お買い求めいただいています。ぜひお試しください」
と話しています。

　「黒い真珠」と呼ばれる広島産ブランドブドウ
「三次ピオーネ」を使ったフルーツゼリー。中には
三次ピオーネが一粒入っていて、ぷるぷるのゼリー
とピオーネの果肉の食感を一緒に楽しむことができ
る、ぜいたくな商品に仕上がっています。
　三次市で製造、販売する和洋菓子店「風季舎 東
酒屋店」店長の片山敦智さんは「自然豊かな三次で
育ったピオーネの、芳醇な甘みと爽やかな酸味を閉
じ込めました。冷やして食べると格別なおいしさで
す」と話しています。
　店の周辺は公園が整備され、ワイナリーや美術
館、農産物等販売施設などが集まる観光客に人気の
エリア。これらを巡りながら、店を訪ねてみるのも
おすすめです。

　2023年にオープンした庄原市の「Queen’ s 
Gelato」で製造、販売するジェラート。店長の青
柳身浦さんの実家が同市内で営む牧場の、毎朝搾り
たての牛乳を使用しています。
　牛乳の風味を生かした「クイーンミルク」のほか、
季節ごとに契約農家から仕入れるフルーツを使った
ものなど7種類のフレーバーを提供。一つのカップ
で最大３種類まで選べます。店舗２階のテラス席で
田園風景を眺めながらゆっくり味わうことができる
ほか、ドライブスルーで気軽に購入することもでき
ます。
　青柳さんは「グミやマシュマロなど15種類以上
あるトッピングで見た目も楽しみながら、いろいろ
な味を試してみてください」と話しています。

尾
道

ほうらいし

たなかまるぜんよう

あつのり

ほうじゅん

クイーンズ

ジェラート あお

やぎ み  ほ
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地
域
の
耕
作
放
棄
地
や
休
耕
田
で
、
水
稲
９
・
２

㌶
と
季
節
ご
と
の
野
菜
１
・
３
㌶
を
受
託
栽
培
し
て

い
ま
す
。

　
収
入
保
険
は
２
０
２
２
年
に
加
入
し
ま
し
た
。
補
償

対
象
の
範
囲
が
広
く
、
予
想
外
の
不
作
や
収
入
減
少
時

の
リ
ス
ク
に
対
応
で
き
る
の
が
加
入
の
決
め
手
で
す
。

　
加
入
し
た
年
の
６
月
、
水
田
に
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ

（
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
）
が
大
量
発
生
し
、
食
害
を
受
け

ま
し
た
。
全
体
の
約
半
分
が
食
べ
ら
れ
、
売
り
上
げ
が

半
減
し
ま
し
た
が
、

つ
な
ぎ
資
金
を
利
用

し
、
会
社
の
運
転
資

金
に
役
立
て
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
自
然
災
害
や
価
格

の
低
下
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
リ
ス
ク
に
備

え
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
も
地
域
に
貢
献
し

て
い
け
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

本
田 
力
さ
ん

だ

ほ
ん

り
き

（30）

の

声声

加
入
者

福
山
市

イ
ト
モ
ス
株
式
会
社
　
ア
グ
リ
事
業
部

お問い合わせ・ご連絡先は最終ページをご覧ください。 事業のお知らせ事業のお知らせ
収入保険事業

補償の対象となる例 

自然災害･獣害等で減収

災害で作付不能 けがや病気で収穫不能

倉庫の浸水被害 取引先の倒産

市場価格が下落

盗難や運搬中の事故 為替変動で大損

加入者の皆さまへ

作付面積を変更しました 事故が発生しました

作付する品目を変更しました

作付後1か月以内に

お知らせください

遅滞なくお知らせください。

また、事故の種類が気象災害で

被害が大きい場合は、事故状況の

写真を撮影し、保管してください。

作付けする農作物の種類、作付面積、作付回数の
変更や、栽培の中止といった営農計画を変更され
る場合は、変更後１カ月以内に必ずご連絡をお願
いします。

※従来から、規程等により営農計画の変更通知や事故発生通知の遅れは免責とされています。

農産物の販売収入が減少する事故（被害）が発生
したときには、遅滞なく※ご連絡ください。価格低
下などの目に見えない事故の通知もお忘れなく！
※「遅滞なく」…現地確認等により、被害を確認できる状態
　が保持されている期間です。

通知が遅れた場合、保険金等の支払いが免責となり、減額されますのでご注意ください。通知が遅れた場合、保険金等の支払いが免責となり、減額されますのでご注意ください。

請
期
限
：
令
和
７
年
12
月
）

※
基
準
収
入
金
額
と
は
、
過
去
５
年
間
の
平
均
農
業
収
入
を
基
本
と

し
、
規
模
拡
大
な
ど
保
険
期
間
の
営
農
計
画
を
考
慮
し
た
、
補
償

の
基
準
と
な
る
金
額
の
こ
と
で
す
。

　　
令
和
６
年
の
加
入
者
に
対
し
て
、
県
内
で
は
、
２
１

１
件
に
２
億
１
４
０
０
万
円
余
り
の
保
険
金
等
を
お
支

払
い
し
て
い
ま
す
。（
令
和
７
年
７
月
現
在
）

収
入
保
険
の
支
払
い
実
績

収
入
保
険
の
支
払
い
実
績

加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

気象災害
64％

病虫害
12％

価格低下
1％

病気やけが
3％

鳥獣害
19％

その他
1％

事故原因別割合

令和6年加入者 
保険金等支払い実績
（令和7年7月末現在）

自
動
継
続
特
約
の

ご
案
内
が
届
き
ま
す

　
農
業
経
営
収
入
保
険
は
、
青
色
申
告
を
さ
れ
て
い
る

農
業
者
が
加
入
で
き
、
す
べ
て
の
農
産
物
を
対
象
に
、

自
然
災
害
や
鳥
獣
被
害
、
価
格
低
下
の
ほ
か
、
農
業
者

の
経
営
努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
収
入
減
少
を
補
償
す

る
公
的
な
保
険
制
度
で
す
。 

　
保
険
期
間
（
税
務
申
告
期
間
の
１
年
間
）
の
農
産
物

の
販
売
収
入
が
、
基
準
収
入
金
額
※
の
９
割
を
下
回
っ
た

と
き
に
、
下
回
っ
た
額
の
９
割
を
補
て
ん
し
ま
す
（
最

大
補
償
の
場
合
）。

　
詳
し
い
説
明
を
お
聞
き
に
な
り
た
い
方
、
令
和
８
年

１
月
開
始
（
税
務
申
告
の
期
間
が
１
月
か
ら
１
年
間
）

の
保
険
に
つ
い
て
加
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
、
最

寄
り
の
支
所
等
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
新
規
加
入
申

　
自
動
継
続
特
約
付
き
で
加
入
い
た
だ
い
て
い
る
方
へ
、

保
険
契
約
が
開
始
さ
れ
る
４
カ
月
前
に
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全

国
連
か
ら
「
自
動
継
続
の
ご
案
内
」
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　
ご
契
約
内
容
を
確
認
い
た
だ
き
、
契
約
の
更
新
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈 

更
新
手
続
き 

〉

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の
方

　「
契
約
更
新
の
手
続
き
」
ペ
ー
ジ
に
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
取
り
、
期
日
ま
で
に
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

②
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
で
な
い
方
な
ど

　
同
封
の
「
契
約
の
更
新
手
続
き
の
回
答
用
紙
」
を
利

用
い
た
だ
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
・
電
話
等
に
よ
り
、

最
寄
り
の
支
所
等
へ
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

令
和
８
年
収
入
保
険
の

加
入
申
請
を
受
付
中

令
和
８
年
収
入
保
険
の

加
入
申
請
を
受
付
中

保険期間中の各種通知について保険期間中の各種通知についてお忘れではないですか？お忘れではないですか？
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●
特
約
で
補
償
の
充
実

　
共
済
事
故
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
に

つ
い
て
、
加
入
申
込
時
に
あ
ら
か
じ
め

選
択
し
た
額
の
30
万
円
ま
た
は
50
万
円

を
上
限
に
、
復
旧
や
買
い
替
え
に
要
す

る
実
費
を
共
済
金
と
し
て
お
支
払
い
す

る
こ
と
が
で
き
る
小
損
害
実
損
塡
補
特

約
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
ま
た
、
損
害
に
伴
う
不
測
の
出
費
が

必
要
な
場
合
や
死
亡
、
後
遺
障
害
と

な
っ
た
場
合
に
、
損
害
共
済
金
に
一
定

割
合
（
最
大
3
割
）
を
加
え
た
額
を
お

支
払
い
す
る
臨
時
費
用
担
保
特
約
も
お

す
す
め
し
ま
す
。

　
事
故
が
発
生
し
た
と
き
は
、
最
寄
り
の

支
所
等
へ
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

事
故
通
知
が
遅
れ
る
と
、
損
害
の
調
査
に

時
間
を
要
し
、
共
済
金
を
早
期
に
お
支
払

い
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
事
故
発
生
か
ら
時
間
が
経
過
し

て
い
る
場
合
や
、
事
故
を
確
認
す
る
前
に

損
害
物
を
修
理
ま
た
は
廃
棄
さ
れ
た
場
合

は
、
損
害
状
況
等
を
確
認
で
き
な
い
た

め
、
共
済
金
支
払
対
象
に
な
ら
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
対
象
組
合
員
７
戸
へ
共
済
金
２
万
１

４
９
８
円
を
８
月
14
日
に
お
支
払
い
し

ま
し
た
。

　
被
害
申
告
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
、
損
害

評
価
の
結
果
通
知
を
送
付
し
ま
し
た
。

　
自
然
災
害
や
鳥
獣
害
な
ど
に
よ
る
減

収
を
補
償
し
ま
す
。
加
入
の
対
象
は
、

水
稲
お
よ
び
麦
の
耕
作
面
積
の
合
計
が

10
㌃
以
上
と
な
る
農
家
で
す
。

　
加
入
さ
れ
る
場
合
は
、
「
令
和
８
年

産
　
麦
共
済
加
入
申
込
書
兼
変
更
届
出

書
」
を
11
月
10
日
ま
で
に
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

　
お
問
い
合
わ

せ
は
最
寄
り
の

支
所
等
へ
お
願

い
し
ま
す
。

●
２
種
類
の
建
物
共
済

　
火
災
、
落
雷
、
破
裂
・
爆
発
、
建
物

外
部
か
ら
の
物
体
の
落
下
飛
来
等
、
建

物
内
部
で
の
車
両
の
衝
突
等
、
給
排
水

設
備
の
事
故
に
よ
る
水
濡
れ
、
盗
難
に

よ
る
き
損
・
汚
損
、
騒
乱
に
よ
る
破
壊

損
害
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
自
然
災
害
に
よ
る
損
害
は
除
く
。

　
火
災
共
済
で
対
象
と
な
る
事
故
に
加

え
、
風
水
害
・
土
砂
崩
れ
・
雪
害
（
１

万
円
を
超
え
る
損
害
か
ら
支
払
対

象
）
、
地
震
・
噴
火
・
津
波
（
損
害
割

合
が
、
建
物
は
５
％
以
上
、
家
具
類
は

70
％
以
上
が
支
払
い
対
象
。
加
入
金
額

の
50
％
が
支
払
限
度
）
と
い
っ
た
自
然

災
害
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
総
合
共
済
は
、
加
入
で
き
る
建
物
に

制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
火
災
や
台
風
、
落
雷
な
ど
、
私
た
ち

の
暮
ら
し
は
、
思
わ
ぬ
災
害
と
隣
り
合

わ
せ
で
す
。
建
物
共
済
は
、
こ
の
よ
う

な
予
測
で
き
な
い
災
害
か
ら
大
切
な
住

宅
や
家
財
を
守
る
た
め
の
備
え
で
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
ご
加
入
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

●
令
和
６
年
度
の
共
済
金
支
払
い
実
績

　
建
物
等
に
被
害
が
発
生
し
た
加
入
者

に
対
し
て
、
共
済
金
２
億
６
１
６
３
万

5
１
円
を
お
支
払
い
し
て
い
ま
す
。

　
損
害
評
価
は
収
穫
前
に
行
い
ま
す
。

収
穫
時
期
に
合
わ
せ
て
耕
地
の
見
回
り

を
行
い
、
共
済
事
故
に
よ
り
減
収
が
見

込
ま
れ
る
場
合
は
、
最
寄
り
の
支
所
等

に
被
害
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
と
な
る
共
済
事
故

　
風
水
害
、
干
害
、
冷
害
、
ひ
ょ
う

害
、
そ
の
他
気
象
上
の
原
因
に
よ
る
災

害
、
火
災
、
病
虫
害
、
鳥
獣
害

●
損
害
評
価

　
損
害
評
価
員
等
で
編
成
し
た
班
に
よ

り
、
共
済
事
故
の
発
生
状
況
や
収
量
の

見
込
み
な
ど
を
現
地
調
査
し
ま
す
。

●
共
済
金
の
お
支
払
い

　
共
済
金
は
お
届
け
の
指
定
口
座
に
振

り
込
み
ま
す
。

　
次
の
場
合
は
速
や
か
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

１
．被
害
を
受
け
た
と
き

　
被
害
の
状
況
を
確
認
に
伺
い
ま
す
。

２
．加
入
内
容
に
変
更
が
あ
る
と
き

●
被
覆
期
間
の
変
更

　
被
覆
・
未
被
覆
期
間
に
変
更
が
生
じ
た

場
合
は
、
期
間
の
変
更
を
行
い
ま
す
。

●
被
覆
材
の
張
り
替
え
な
ど

　
被
覆
材
の
張
り
替
え
や
増
改
築
な
ど

で
、
価
額
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、

内
容
に
応
じ
て
補
償
金
額
の
再
算
定
を

行
い
ま
す
。

※
被
害
に
遭
わ
れ
た
と
き
に
、
加
入
内

容
と
実
情
が
異
な
る
場
合
は
、
共
済

金
を
お
支
払
い
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
組
合
家
畜
診
療
所
の
受
付
時
間
は
、

平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
前
９
時
で

す
（
急
患
を
除
く
）
。

　
ま
た
、
お
問
い
合
わ
せ
は
平
日
業
務

時
間
内
に
お
願
い
し
ま
す
。
休
日
・
夜

間
は
急
患
に
対
応
す
る
た
め
、
不
急
の

往
診
依
頼
や
お
問
い
合
わ
せ
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

　
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
牛
の
転
入
、
転
出
や
死
亡
、
子
牛
の

出
生
な
ど
の
異
動
が
生
じ
た
と
き
は
、

速
や
か
に
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
へ
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
子
牛
へ
の
耳
標
の
早
期
装

着
、
耳
標
が
欠
落

し
た
場
合
の
再
発

行
お
よ
び
再
装
着

に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

家
畜
共
済

お
支
払
い
の
時
期
（
予
定
）

令
和
８
年
２
月
以
降

園
芸
施
設
共
済

落雷 地震

雪害

火災土砂崩れ

風水害

　
年
末
調
整
等
に
使
用
さ
れ
る
「
地
震

保
険
料
控
除
対
象
共
済
掛
金
証
明
書
」

は
、
建
物
共
済
加
入
月
の
翌
月
に
郵
送

す
る
建
物
共
済
加
入
証
券
（
下
側
左
半

分
）
に
添
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
加
入
証
券
が
届
く
前
に
証
明
書
が
必

要
な
方
は
、
最
寄
り
の
支
所
等
へ
お
早

め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
火
災
共
済
の
み
ご
加
入
の
場
合
は
、

地
震
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

地震保険料
控除対象共済掛金
証明書

07－○○○○○○○○－001

12

31,700 12,650

共済太郎  様

7 10 23

7令和

令和

こちらの
金額を申告して
ください

総
合
共
済
に

ご
加
入
の
皆
さ
ま
へ

広島県農業共済組合
組合長理事  野﨑 幸雄

1.　この証明書は、地震保険料控除申告の場合にのみ使用できます。
2.　この証明書は、大切に保管してください。

地
震
保
険
料
控
除
に
つ
い
て

火
災
共
済

総
合
共
済

ぬ

農
作
物
共
済

令
和
７
年
産
麦
の

共
済
金
を
支
払
い
ま
し
た

令
和
８
年
産
麦
共
済
へ

ご
加
入
く
だ
さ
い

ト
レ
サ
情
報
の
登
録
は

速
や
か
に

往
診
依
頼
等
は

受
付
時
間
内
に

災
害
へ
の
備
え
は

で
き
て
い
ま
す
か
？

事
故
が
発
生
し
た
ら

速
や
か
に
ご
連
絡
を

建
物
共
済

農業共済事業
お問い合わせ・ご連絡先は最終ページをご覧ください。 事業のお知らせ事業のお知らせ

早めにご連絡を

畑
作
物
共
済

大
豆
の
損
害
評
価
を

行
い
ま
す

被
害
や
変
更
の

連
絡
は
速
や
か
に

落雷
32%

自然災害
28%

水道管凍結
12%

外部からの
落下等 12%

給排水設備の
事故による
水濡れ損
7%

火災
3%

その他
6％

令和6年度 被害種類別共済金支払い実績

見
本

JP12
345

6789
0
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す
こ
や
か

レ
シ
ピ

私
こ
の
食
材

私
も
作
っ
て
い
ま
す

廿
日
市
市
玖
島

甲
斐 

仁

か く
じ
まい

ひ
と
し

さ
ん 

（57）

　
50
㌃
の
畑
で
佐
伯
地
域
特
産
の
「
大
長
ナ
ス
」

を
栽
培
し
、
７
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
出
荷
し
て

い
ま
す
。
長
さ
が
30
㌢
ほ
ど
に
な
る
大
長
ナ
ス
が

ま
っ
す
ぐ
育
つ
よ
う
に
、
水
と
肥
料
の
管
理
を
徹

底
し
て
い
ま
す
。

　
皮
が
薄
く
、
加
熱
す
る
と
果
肉
が
ト
ロ
ト
ロ

に
な
り
、
油
と
の
相
性
も
良
い
の
で
、
煮
浸
し
や

炒
め
物
が
お
す
す
め
で
す
。

　
今
年
か
ら
Ｊ
Ａ
の
長
ナ
ス
部
会
長
を
務
め
て
い

ま
す
。
大
長
ナ
ス
を
特
産
品
と
し
て
絶
や
さ
ず
、

地
産
地
消
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
お
な
が

「廿日市市内の産直市やスーパーなどで
販売しています」と甲斐さん

　
ナ
ス
の
皮
に
は
、
抗
酸
化
作
用
の

あ
る
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
一
種
の
ナ

ス
ニ
ン
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

で
き
る
だ
け
皮
を
む
か
ず
に
調
理
し

て
、
栄
養
成
分
を
有
効
に
取
り
入
れ

た
い
も
の
で
す
。

　
ナ
ス
ニ
ン
は
水
溶
性
の
た
め
、
長

く
水
に
浸
す
と
流
出
し
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
、
空
気
に
触
れ
て
酸
化
さ

れ
る
と
ア
ク
が
出
て
く
る
の
で
、
調

理
す
る
直
前
に
切
っ
て
す
ぐ
に
加
熱

し
ま
し
ょ
う
。

一
口
メ
モ

ナ
ス

ナス
白ネギ
しょうが
たくあん
       酢
       しょうゆ
       砂糖
ちりめん
ごま油
青ネギ

材料（2人分）

作り方

料理のポイント
★丸ごと蒸してさくことで味が染みやすくなります。
★ナスをレンジにかけた後、押さえてみて硬いところがあるようなら、軟らかくなるまで時間を足してください。
　この時熱いので、軍手をするとよいです。
★たくあんを加えることで漬物独特の触感とうまみが加わります。

　ナ
ス
は
東
イ
ン
ド
原
産
と
い
わ
れ
、
日
本

で
も
古
く
か
ら
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
縁
起
の

良
い
初
夢
の
決
ま
り
文
句
に
も
登
場
す
る
よ

う
に
、
身
近
な
野
菜
の
一
つ
で
す
。

　そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
ご
と
に
特
徴
の
あ
る
品

種
も
多
く
あ
り
、
元
々
は
夏
野
菜
で
す
が
、

現
在
で
は
通
年
収
穫
さ
れ
る
よ
う
な
体
制
が

整
っ
て
い
ま
す
。
皮
に
張
り
と
艶
が
あ
り
、

ガ
ク
の
部
分
の
と
げ
が
鋭
く
と
が
っ
て
い
る

新
鮮
な
も
の
を
選
び
、
一
週
間
程
度
で
食
べ

切
り
ま
し
ょ
う
。

　

❶ナスのヘタを取ったところを６等分に切れ目を
入れて、１本ずつラップに包み600Wのレンジ
で５分加熱する。
❷ すぐラップごと水に取り、粗熱を取る。
❸ 縦にさいて、そのまま冷ます。
❹白ネギ、しょうがはみじん切り、たくあんは粗
みじんに切り、Ａと合わせ、❸にかける。
❺ 小さめのフライパンにごま油とちりめんを入れ
て火にかけ、カリッとするまで炒めて、❸にか
ける。小口切りの青ネギを散らす。

２本
1/4本
1かけ
1枚

大さじ1
大さじ1/2
小さじ1/2
大さじ1/2
大さじ1/2

1本

調理時間

20 分

蒸
し
ナ
ス
の

香
味
だ
れ

公
益
社
団
法
人
広
島
県
栄
養
士
会

栄
養
士

飯
田 

博
子 

先
生

今
回
の
食
材

ナ
ス

A
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１

２０２５年（令和７年）７月２日

公益社団法人全国農業共済協会

毎週水曜日 月4回発行

動
る
す
粛
自
を
行
旅
日
訪
で
湾
台

日
５
月
７
は
端
発
。
る
い
て
出
が
き

う
の
と
る
き
起
が
震
地
大
で
本
日
に

起
に
言
予
の
家
画
漫
の
本
日
。
さ
わ

ど
な）
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（ト
イ
サ
流
交
、
し
因

現
、
が
官
長
庁
象
気
の
本
日
。
散
拡
に
外
内
国
で

不
は
知
予
の
所
場
や
時
日
の
震
地
は
で
学
科
の
在

省
境
環
▼
に
態
事
る
す
調
強
と」
マ
デ
「し
と
能
可

、
め
と
ま
を
拠
根
的
学
科
の
動
変
候
気
の
新
最
が

を
見
知
的
学
科
ど
な
」
い
な
は
で
い
せ
の
動
活
間

見
く
重
を
状
現
る
い
て
れ
ふ
あ
が
報
情
る
す
視
無

対
化
暖
温
。
増
急
が
稿
投
で
年
半
こ
こ
に
特
。
た

摘
指
を
響
影
の
権
政
米
プ
ン
ラ
ト
な
的
定
否
に
策

Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
は
で
査
調
の
省
務
総
▼
る
あ
も
声
る
す

割
４
は
人
た
し
認
誤
と
い
し
正
を
報
情
誤
・
偽
の

拡
に
ど
な
人
友
や
族
家
が
人
１
に
人
４
、
え
超
を

容
内
の
き
驚
「は
由
理
散
拡、
だ
た。
た
い
て
し
散

知
工
人
は
年
近
。
代
時
の
多
過
報
情
▼
い
な
は
意

ま
込
じ
信
を
報
情
偽
、
し
使
駆
も
ど
な）
Ｉ
Ａ
（能

力
る
め
極
見
を
偽
真
。
る
あ
も
例
る
す
と
う
よ
せ

）
２
・
７
・
５
２
０
２
（

之
国
林
小

と
と
論
議
手
い
担
の
地
農

を
地
農
、
は
の
な
切
大
に
も

か
の
る
す
用
活
に
う
よ
の
ど

方
り
あ
の
用
利
地
土
う
い
と

地
農
ま
い
。
る
あ
で
論
議
の

な
ま
ざ
ま
さ
は
に

眼
差

が
し境

環
「
。
る
い
て
れ
ら
け
向

美
う
い
と
」
立
両
の
業
農
と

ば
え
例
、
に
元
の
念
理
い
し

も
設
施
電
発
光
陽
太
型
農
営

る
い
て
し
と
う
よ
れ
ら
め
進

て
い
向
に
電
発
光
陽
太
、
が

生
業
農
は
地
農
な
う
よ
る
い

農
営
。
る
い
て
い
向
も
に
産

い
お
に
域
地
い
し
厳
の
件
条

、
ず
き
で
分
十
も
電
発
は
て

な
れ
わ
行
も
体
自
産
生
業
農

始
れ
ら
見
も
態
事
う
い
と
い

。
る
い
て
め

、
が
だ
ス
ネ
ジ
ビ
は
業
農

ネ
ジ
ビ
の
求
追
益
収
的
期
短

そ
。
い
な
は
で
ス

の
幹
根
の
そ
て
し

所
て
い
つ
に
地
農

民
国
を
方
り
あ
の
用
利
と
有

な
う
よ
る
き
で
論
議
で
体
全

い
ら
か
側
業
農
を
け
か
げ
投

が
れ
そ
。
か
の
る
き
で
に
か

。
る
い
て
れ
ら
め
求

農
院
学
大
学
大
道
海
北
（

）
授
教
准
院
究
研
学

進
が
定
策
の
画
計
域
地

れ
さ
表
公
が
果
結
の
そ
、
み

が
体
治
自
は
画
計
域
地
。
た

な
に
と
こ
る
く
つ
て
し
導
主

業
農
は
て
し
と
実

も
Ａ
Ｊ
や
会
員
委

。
る
い
て
し
た
果
を
割
役

数
画
計
の
り
た
当
体
治
自

理
の
度
制
の
こ
、
と
る
見
を

は
で
国
全
。
る
が
上
び
か

・
２
は
道
海
北
、
区
地
６
・

的
域
広
で
内
体
治
自
は
れ
こ

こ
う
い
と
た
て
立
を
画
計
な

具
で
位
単
落
集
。
る
あ
で
と

う
合
し
話
を
手
い
担
な
的
体

的
目
が
体
自
と
こ
つ
持
を
場

の
で
域
地
、
も
度
制
の
こ
の

こ
る
く
つ
を
場
の
い
合
し
話

職
る
す
当
担
、
さ
し
難
の
と

然
厳
う
い
と
足
不
手
人
の
員

を
想
理
、
で
前
の
実
事
る
た

。
る
い
に
ず
き
で
現
実

に
論
議
的
民
国
方
り
あ
の
用
利
地
農

べらる
えみ「、

もで人
るあが

心関も
てとに

題問境
環

る」や「統一省エネラベル」など環境ラベル付き商

品を選択しているのは３割程度にとどまることが分

かった。消費者庁が2025年版消費者白書で公表した。

消費者が環境配慮商品を知ったきっかけの約８割

は「商品パッケージ」で、環境ラベルは３割台とな

った。さらに、環境ラベル付きの商品を選択してい

％、「どちらともいえない」は6.2％だった。

　環境ラベルが十分に認識されていない、あるいは

事業者に活用されていない可能性があると分析。消

費者の行動変容の促進へ認知度向上などが課題とな

っている。

環境ラベル関心低く

環境問題への関心の程度と環境ラベル付き商品の選択

•主な記事主な記事•

聞
新
済
共
業
農

面
２

合
総
合

成
形
格
価
な
正
適

む
進
討
検
み
組
仕

▲
２

合
総
面

      

合

足
発
が
連
議
造
創
来
未
で
派
党
超

面
３

険
保
入
収

険

面
５

る
い
ま
す

ツ
コ
の
凍
冷
ト
マ
ト

も
ピ
シ
レ
り
や
ん
ひ

記
も
ど
な
針
方
る
図
を
減
低
の
ト
ス
コ

。
た
し
述Ｑ

。
い
き
大
はＡ

む
進
が
足
不
手
い
担
や
化
齢
高

生
は
及
普
・
発
開
の
術
技
な
た
新
、
中

な
せ
か
欠
に
化
強
・
持
維
の
盤
基
産

、
で
方
一
。
い

一
と
備
整
盤
基

を
入
導
に
的
体

合
場
る
め
進

中
た
え
据
見
も
後
今
の
発
開
術
技
、
は

。
だ
切
大
も
討
検
の
ら
か
点
視
な
的
期

を
識
知
門
専
や
入
導
の
機
農
は
に
府
政

生
、
ど
な
保
確
・
成
育
の
材
人
る
す
有

や
細
め
き
た
え
ま
踏
を
情
実
の
場
現
産

れ
ら
め
求
が
化
強
・
実
充
の
援
支
な
か。

る

。
た
し
と
る
げ
な
つ
に
ど
な
良
改
の
でＱ

。
は
と
式
方
産
生
な
た
新

Ａ

い
す
や
し
穫
収
が
機
穫
収
動
自

走
が
車
搬
運
動
自
、
や
換
転
の
へ
種
品

明
を
ど
な
備
整
の
道
業
作
い
す
や
し
行

走
動
自
つ
つ
し
進
推
を
備
整
盤
基
た
し

草
ン
コ
モ
リ
、
栓
水
給
動
自
や
機
農
行

山
中
に
ら
さ
。
る
す
入
導
も
ど
な
機
刈

供
・
発
開
の
術
技
た
し
応
対
に
域
地
間

ど
な
注
受
の
業
作
門
専
、
て
せ
併
と
給

械
機
業
農
て
じ
通
を
ど
な
保
確
・
成
育

Ｑ

。
は
標
目
の
積
面
地
農

Ａ（
た
し

制
抑
の
用
転
地
農
な
序
秩
無
、
中
る
す

期
早
の
地
農
廃
荒
な
能
可
用
利
生
再
や

な
好
良
に
特
。
る
め
進
を
用
利
正
適
の

向
に
保
確
の
地
農
た
え
備
を
件
条
農
営

い
つ
に
全
保
・
備
整
盤
基
の
地
農
、
け

区
大
、
つ
つ
し
携
連
と
画
計
域
地
は
て

理
管
の
ど
な
理
管
水
・
り
刈
草
や
化
画

の
田
水
、
備
整
化
力
省
の
業
作

汎
用
化

施
利
水
。
る
す
進
推
を
ど
な
化
地
畑
・

期
適
、
へ
全
保
な
的
続
持
の
能
機
の
設

後
の
化
度
高
・
化
率
効
の
理
管
や
新
更

。
だ
ん
込
り
盛
も
ど
な
し
押Ｑ

用
利
な
的
率
効
・
正
適
の
地
農

。
は
て
い
つ
にＡ

し
記
明
と
く
い
で
ん
組
り
取
に
的
中
集

準
水
産
生
も
で
下
少
減
の
者
業
農
。
た

用
活
を
術
技
同
、
う
よ
る
き
で
持
維
を

を
換
転
な
的
極
積
の
へ
式
方
産
生
た
し

ス
た
し
立
成
年
昨
、
げ
掲
を
針
方
る
図

成
育
材
人
と
及
普
・
発
開
の
術
技
、
き

。
る
す
進
推
を
ど
なＱ

。
は
制
体
た
け
向
に
入
導
術
技

Ａ

大
、
者
業
事
間
民
や
者
業
農

る
す
画
参
が
ど
な
体
団
共
公
方
地
、
学

術
技
。
た
し
と
る
す
築
構
を
」
議
会
進

・
功
成
や
果
効
る
え
与
に
営
経
が
入
導

用
活
が
者
業
農
ど
な
析
分
の
例
事
敗
失

理
整
を
報
情
な
要
必
に
際
る
す
断
判
を

高
が
性
要
必
、
た
ま
。
る
す
信
発
・

発
開
の
術
技
い
高
が
度
易
難
発
開
、
く

発
開
、
り
図
を
担
分
割
役
が
者
業
事
間

トト
ンン
イイ
ポ
基
本
計
画

新

⑦⑦

（公表資料より編集部作成）

ま
い
て
じ
感
を
問
疑
は
に
と
こ
た

、
し
力
協
に
整
調
給
需
、
た
ま
。
す

米
蓄
備
た
れ
ら
取
い
買
に
国
で
価
安

わ
使
に
め
た
る
げ
下
を
格
価
場
市
が

ち
持
気
い
な
せ
る
や
も
に
況
状
る
れ

政府が価格引き下げへ今年の米 現場の声

格
価
は
府
政
、
け
受
を
り
ま
止
高
・
昇
上
価
米
く
続
ら
か
夏
昨

せ
寄
を
い
思
の
今
と
り
く
づ
米
の
年
今
、
に
者
営
経
手
い
担
の
地

約
る
す
営
経

を
ど
ん

、
が
た
し
ま
け

。
た
し
ま
え
替
り
切
と
へ
米
用
食
主

な
理
管
水
も
後
今
、
で
調
順
も
柄
作

い
し
い
お
も
年
今
、
り
配
を
気
に
ど

、
け
受
を
騰
高
価
米
の
ら
か
年
昨

家
農
る
す
新
更
を
具
機
農
は
で
域
地

出
が
し
兆
い
る
明
、
ど
な
る
え
増
が

整
調
給
需
、
だ
た
。
す
ま
い
て
き
て

く
き
大
、
中
る
す
騰
高
が
材
資
な
ま

が
準
水
の
行
現

で
況
状
う
い
と
な

れ
入
を
用
雇
、
で
と
こ
く
い
て
い
続

い
と
く
い
て
し
や
増
を
積
面
ら
が
な

。
す
ま
い

と
く
続
が
格
価
の
今
、
え
い
は
と

、
在
現
。
ん
せ
ま
え
思
も

乾
。
す
ま
い
て
れ
入
り
取
を
播
直
水

ら
か
年
今
、
れ
入
に
野
視
も
播
直
田

続
り
作
を
米
。
た
し
ま
め
始
を
強
勉

ざ
ま
さ
ど
な
料
肥
。
す
で
じ
感
た
れ

な
も
と
こ
う
い
と
た
し
や
増
を
米
用

Ｊ
を
量
全
で
々
半
と
米
用
工
加
、
く

。
す
ま
し
荷
出
に
Ａ

見
で
線
目
者
費
消
を
価
米
の
在
現

い
て
し
り
が
上
値
に
倍
が
米
た
い
て

な
ら
か
分
も
ち
持
気
い
ど
ん
し
。
る

。
す
で
い
な
は
く

、
は
出
放
米
蓄
備
の
府
政
、
だ
た

正
が
の
い
な
く
白
面
は
て
し
と
家
農

格
価
る
き
で
産
生
再
。
ろ
こ
と
な
直

過
給
供
は
降
以
産
年
来
、
で
方
一

に
い
多
も
落
暴
の
格
価
、
り
な
に
剰

政
。
す
ま
い
て
し
配
心
と
る
う
り
あ

持
維
ス
ン
ラ
バ
給
需
の
食
主
、
は
府

従
て
い
つ
に
ど
な
量
庫
在
・
量
産
生

提
・
握
把
の
で
度
精
い
高
に
上
以
来

ま
。
す
ま
い
て
じ
感
と
だ
要
重
が
供

じ
生
が
和
緩
幅
大
の
給
需
に
仮
、
た

す
戻
い
買
て
し
と
用
蓄
備
は
に
際
た

な
軟
柔
る
が
な
つ
に
定
安
営
経
ど
な

を
合
割
の
用
食
主
、
ちて（

用
料
飼

、
つ

む
ぬ
き
「
も
部
一
の
シ
コ
ロ
モ
ウ
ト

。
た
し
ま
え
替
り
切
に
ど
な
」
め
す

食
中
の
店
販
量
に
主
は
米
用
食
主

政
。
す
ま
い
て
し
販
直
に
ど
な
け
向

価
の
後
今
り
あ
も
出
放
の
米
蓄
備
府

、
の
の
も
い
な
き
で
測
予
は
格

。
す
で
い
た
し
い
願
お
を
応
対

な
定
安
不
が
向
動
の
米
用
食
主

き
続
き
引
に
め
た
の
定
安
営
経
、
中

生
約
契
の
米
酒
い
く
に
し
動
変
格
価

考
と
う
こ
い
て
し
視
重
を
売
販
・
産

原
が
蔵
酒
の
先
引
取
。
す
ま
い
て
え

こ
今
の
境
苦
で
ど
な
足
不
の
米
料

強
を
性
係
関
し
持
維
を
量
約
契
、
そ

。
す
ま
い
で

農
は
と
こ
る
げ
下
を
格
価
、
は
私

だ
と
こ
る
げ
下
を
値
価
の
事
仕
の
家

産
生
、
て
め
せ
、
ば
れ
あ
で
の
る
げ

や
後
年
５
に
者

、
え
据
見
を
後
年

な
う
よ
る
け
い
て
し
産
生
て
し
心
安

。
す
で
い

だ
米
は
の
る
れ
ま
生
ら
か
ぼ
ん
田

光
観
の
須
那
。
ん
せ
ま
り
あ
は
で
け

を
系
態
生
や
景
風
園
田
る
あ
で
源
資

る
い
て
し
持
維
を
域
地
村
農
、
り
守

。
す
で
家
農
は
の

日
る
い
て
れ
さ
価
評
も
ら
か
外
海

域
地
間
山
中
、
は
幹
根
の
値
価
の
本

き
て
け
続
り
守
ら
か
く
古
、
め
含
を

」
い
た
り
作
を
米
「
は
に
域
地
。
す

ま
い
も
者
若
た
し
農
就
で
業
兼
と

安
、
い
高
が
格
価
の
粒
米
に
単
。
す

、
め
含
を
模
規
小
中
、
く
な
は
で
い

て
し
残
う
ど
に
来
未
を
作
稲
の
本
日

向
を
心
関
も
民
国
も
国
、
に
か
く
い

。
す
で
い
し
ほ
て
け

ド
ン
ラ
ブ
米
、
町
須
那
県
木
栃
▽

約
稲
水
、
店
本
作
稲

の
ひ
さ
あ
「
に
心
中
を
」
リ
カ
ヒ

、
）
ど
な
」
星
の
ぎ
ち
と
「
」
夢。

歳

。
す
で
い
た
き
い
て
し
に
固

田
社
会
限
有
、
町
頭
八
県
取
鳥
▽場

農
中

０
１
稲
水
、
役
締
取
表
代

。
歳

子
梨
真
の
妻
、
は
㊨
ん
さ
上
井

（ん
さ

り
取
に
培
栽
に
共
と）

む
組

あ
は
り
わ
変
に
と
こ
る
け

効
・
化
力
省
。
ん
せ
ま
り

こ
る
め
進
に
ら
さ
を
化
率

も
に
動
変
の
格
価
、
で
と

立
確
を
営
経
る
き
で
応
対

て
え
考
と
い
た
き
い
て
し

。
す
ま
い

株
、
市
仙
大
県
田
秋
▽

、
表
代
園
農
北
仙
社
会
式稲

水

。
歳

や
費
材
資
。
す
で
い
た
し
待

じ
応
に
ど
な
騰
高
の
費
件
人

あ
で
価
対
き
べ
る
あ
来
本
た

下
現
、
は
出
放
の
米
蓄
備

て
え
考
と
当
妥
は
で
況
状
の

ぐ
防
を
大
拡
入
輸
。
す
ま
い

大
は
定
安
の
給
需
も
に
め
た

。
す
で
切

か
す
残
う
ど
を
作
稲

を
価
対
き
べ
る
あ
来
本

応
対
に
動
変
格
価
で
化
率
効

ん
さ
朗
二
敬
上
井
・
町
須
那
県
木
栃

ん
さ
志
里
中
田
・
町
頭
八
県
取
鳥

ん
さ
顕
田
須
小
・
市
仙
大
県
田
秋

実委割
役自見

を
上
び
か

地
６
・

き商品の選択

記
も
ど
な
針
方
る
図
を
減
低
の
ト
ス
コ

。
た
し
述Ｑ

。
い
き
大
はＡ

む
進
が
足
不
手
い
担
や
化
齢
高

及
普
・
発
開
の
術
技
な
た
新
、
中

維
の
盤
基
産

。
た
し
と
る
げ
な
つ
に
ど
な
良
改
の
でＱ

。
は
と
式
方
産
生
な
たた
新

Ａ

い
す
や
し
穫
収
が
機
穫
収
動
自

走
が
車
搬
運
動
自
、
や
換
転
の
へ
種
品

明
を
ど
な
備
整
の
道
業
作
い
す
や
し
行

。
は
制
体
た
け
向

大
、
者
業
事
間

る
す
画
参
が
ど

術
技
。
た
し

公表資料より編集部作成）

ま
い
て
じ
感

、
し
力
協
に
整
調
給
需

た

米
蓄
備
た
れ
ら
取
い
買
に
国

わ
使
に
め
た
る
げ
下
を
格
価

ち
持
気
い
な
せ
る
や
も
に

さ
ど
な
料
肥
。
す
で
じ
感
た
れ

な
も
と
こ
う
い
と
た
し
や
増
を
米
用

Ｊ
を
量
全
で
々
半
と
米
用
工
加
、
く

。
す
ま
し
荷
出
に
Ａ

見
で
線
目
者
費
消
を
価
米
の
在
現

い
て
し
り
が
上
値
に
倍
が
米
た
い
て

な
ら
か
分
も
ち
持
気
い
ど
ん
し
。
る

。
す
で
い
な
は
く

、
は
出
放
米
蓄
備
の
府
政
、
だ
た

正
が
の
い
な
く
白
面
は
て
し
と
家
農

格
価
る
き
で
産
生
再
。
ろ
こ
と
な
直

過
給
供
は
降
以
産
年
来
、
で
方
一

に
い
多
も
落
暴
の
格
価
、
り
な
に
剰

政
。
す
ま
い
て
し
配
心
と
る
う
り
あ

持
維
ス
ン
ラ
バ
給
需
の
食
主
、
は
府

従
て
い
つ
に
ど
な
量
庫
在
・
量
産
生

提
・
握
把
の
で
度
精
い
高
に
上
以
来

ま
。
す
ま
い
て
じ
感
と
だ
要
重
が
供

じ
生
が
和
緩
幅
大
の
給
需
に
仮
、
た

す
戻
い
買
て
し
と
用
蓄
備
は
に
際
た

な
軟
柔
る
が
な
つ
に
定
安
営
経
ど
な 用

料
飼

む
ぬ
き
「

。
た
し
ま

食
中
の

政
。
す

価
の
後

。
す
で
い
た
し
い
願
お
を
応
対

な
定
安
不
が
向
動
の
米
用
食
主

き
続
き
引
に
め
た
の
定
安
営
経
、
中

生
約
契
の
米
酒
い
く
に
し
動
変
格
価

考
と
う
こ
い
て
し
視
重
を
売
販
・
産

原
が
蔵
酒
の
先
引
取
。
す
ま
い
て
え

こ
今
の
境
苦
で
ど
な
足
不
の
米
料

強
を
性
係
関
し
持
維
を
量
約
契
、
そ

だ
米
は
の
る
れ
ま
生
ら
か
ぼ
ん
田

光
観
の
須
那
。
ん
せ
ま
り
あ
は
で
け

を
系
態
生
や
景
風
園
田
る
あ
で
源
資

る
い
て
し
持
維
を
域
地
村
農
、
り
守

。
す
で
家
農
は
の

日
る
い
て
れ
さ
価
評
も
ら
か
外
海

、
め
含
を
模

て
し
残
う
ど
に
来
未
を
作
稲
の
本

向
を
心
関
も
民
国
も
国
、
に
か
く
い

。
す
で
い
し
ほ
て
け

ド
ン
ラ
ブ
米
、
町
須
那
県
木
栃
▽

約
稲
水
、
店
本
作
稲

の
ひ
さ
あ
「
に
心
中
を
」
リ
カ
ヒ

、
）
ど
な
」
星
の
ぎ
ち
と
「
」
夢。

歳

た
き
いい
て
し
に
固

町
頭
八
県
取
鳥
▽場

農
中

締
取
表
代

を
価
対
き
べ
る
あ
来

応
対
に
動
変
格
価
で
化
率
効

ん
さ
志
里
中
田
・
町
頭
八
県
取
鳥

さ
顕顕
田
須
小
・
市
仙
大
県
田
秋

台出
が
き

本
日
に

。
さ
わ

交
、
し
因

日
。
散
拡
に
外
内
国
で

の
震
地
は
で
学
科
の
在

調
強
と」
マ
デ
「し
と
能
可

科
の
動
変
候
気
の
新
最
が

」
い
な
は
で
い
せ
の
動
活
間

て
れ
ふ
あ
が
報
情
る
す
視
無

が
稿
投
で
年
半
こ
こ
に
特
。
た

政
米
プ
ン
ラ
ト
な
的
定
否
に
策

査
調
の
省
務
総
▼
る
あ
も
声
る
す

認
誤
と
い
し
正
を
報
情
誤
・
偽
の

や
族
家
が
人
１
に
人
４
、
え
超
を

は
由
理
散
拡、
だ
た。
た
い
て
し
散

近
。
代
時
の
多
過
報
情
▼
い
な
は
意

を
報
情
偽
、
し
使
駆
も
ど
な）
Ｉ
Ａ
（能

見
を
偽
真
。
る
あ
も
例
る
す
と
う
よ
せ

５
２
０
２
（

活
に
う
よ
の
ど

利
地
土
う
い
と

る
あ
で
論
議
の

な
ま
ざ
ま
さ
は
に

る
い
て
れ
ら
け
向

と
」
立
両
の
業
農
と

例
、
に
元
の
念
理
い
し

施
電
発
光
陽
太
型
農
営

い
て
し
と
う
よ
れ
ら
め
進

い
向
に
電
発
光
陽
太
、
が

業
農
は
地
農
な
う
よ
る
い

農
営
。
る
い
て
い
向
も
に
産

れ
さ
表
公

が
体
治
自
は
画
計
域

な
に
と
こ
る
く
つ
て

業
農
は

も
Ａ
Ｊ

。
る
い
て
し

数
画
計
の
り
た

理
の
度
制
の
こ

は
で
国
全

・
２
は
道
海

的
域
広
で
内
体
治
自

こ
う
い
と
た
て
立
を
画
計
な

具
で
位
単
落
集
。
る
あ
で
と

う
合
し
話
を
手
い
担
な
的
体

的
目
が
体
自
と
こ
つ
持
を
場

の
で
域
地
、
も
度
制
の
こ
の

こ
る
く
つ
を
場
の
い
合
し
話

職
る
す
当
担
、
さ
し
難
の
と

然
厳
う
い
と
足
不
手
人
の
員

を
想
理
、
で
前
の
実
事
る
た

。
る
い
に
ず
き
で
現
実

的
民
国
方
り
あ
の
用
利
地
農

べら
き商
分

した。
割
な

く
き
大
、
中
る
す
騰
高
が
材
資
な
ま

が
準準
水
の
行
現

で
況
状
う
い
と
な

れ
入
を
用
雇
、
で
と
こ
く
いい
て
いい
続

い
と
く
い
て
し
や
増
を
積
面
ら
が
な

。
す
ま

と
く
続
が
格
価
の
今
、
え
い
は
と

、
在
現
。
ん
せ
ま
え

乾
。
す
ま
い
て
れ
入
り
取
を
播

ら
か
年
今
、
れ
入
に
野
視
も
播

続
り
作
を
米
。
た
し
ま
め
始

田
社
会

あ
は
り
わ
変
に
と
こ
る
け

効
・
化
力
省
。
ん
せ
ま
り

こ
る
め
進
に
ら
さ
を
化
率

も
に
動
変
の
格
価
、
で
と

立
確
を
営
経
る
き
で
応
対

て
え
考
と
い
た
き
い
て
し

。
す
ま
い

株
、
市
仙
大
県
田
秋
▽

、
表
代
園
農
北
仙
社
会
式稲

水

。
歳

２０２５。
は

制
抑
の
用

期
早
の
地

な
好
良

向
に
保

い
つ
に

区
大理

管

た維
をた

し
方
る
図

トトトト 計
画⑦⑦

政府が価格引き下げへ今年の米 現
をる

図

向
制期な 画画

計 今今今今年今今年年今 の年年の年 米のの米の米米米
格
米

引き下引き下引き下格引き下引き下引き下げ引き下げげ
向い

つ区
大理

管

制
抑期

早 の
用

好
良

な
。
は トト 計計ト 今今今今年年年今今年の年年の米

政府が価
の 格格
政府が価

米
引き下引き下引き下格引き下格引き下げ引き下引き下

２０２５

げ

行
旅
日
訪
で
湾

端
発
。
る
い
て

起
が
震
地
大
で

家
画
漫
の
本
日

Ｓ
（ト
イ
サ
流

長
庁
象
気
の
本

予
の
所
場
や
時
日

▼
に
態
事
る
す

ま
を
拠
根
的
学

知
的
学
科
ど
な

く
重
を
状
現
る
い

化
暖
温
。
増
急

指
を
響
影
の
権

Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
は
で
査

割
４
は
人
た
し

拡
に
ど
な
人
友

容
内
の
き
驚

知
工
人
は
年

ま
込
じ
信

力
る
め
極

）
２
・
７

と
と
論
議
手
い

を

、
は
の

か

す
用の

用い眼差美
う
い

ば
えも

設るて生
農

め短利
とでかかき

でれ
ら
め

海
北
（

准
院
究
研
学

に

議
課題とな題と

力
る 工

人

知ま

じ
信

・
７

内
の

は
人

拡
に容

な
人

工
人

響
影

を
状

暖Ｎ
Ｓ

増
急

は
で

は
人

拠
根

知
的

科
ど

状 場 象
気

長
庁に

態

の時る
す

的
学

拠
根

震
地漫

の る

発家
画

大
で本サ

流

ト
イ

究
研 （

海
北院

究

学訪
で

日

もて 議美
う い「

と
と

手す
用

用
利
な
的
率

し
記
明

Ａ

や
者
業
農

団
共
公
方
地
、
学

す
築
構
を
」
議
会
進

勉

ざ
稲
水

歳

な続なま
い

は
とえ

思
も

播
直
水

も
播
直
田

始
を
強
勉

田
社０

１
稲

。
歳人気コーナー

割
の

部
一替

り量
に

い
てり

あの
も

や
費じ

応あ下

を
合
割

「
も
部

し
ま
え
替

の
店
販
量

す
ま
い

の
後
今
り

、
の
のやじ

鳥
農業共済新聞を読めば分かるシリーズ

「ズバリ直言」 「晴れ間」

５
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る

ヒ
ン
ト
が
分
か
る

４
所
得
確
保
や
経
営
改
善
の

手
が
か
り
が
分
か
る

３
農
業
共
済
・
収
入
保
険
の

仕
組
み
が
分
か
る

２
農
政
の
動
き
が
分
か
る

１
農
業
・
営
農
の
今
が
分
か
る

人気コーナー

施
利
水

期
適
、

後
の
化

率
効

す
進
推
を
ど
なＱ

入
導
術
技

食
主
、
ちて（、

つ

シ
コ
ロ
モ
ウ
ト

に
ど
な
」
め
す

は
米
用
食
主

販
直
に
ど
な
け
向

出
放
の
米
蓄
備
府

な
き
で
測
予
は
格

妻栽
に

資
。
す
で
い
た
し
待

ど
な
騰
高
の
費
件
人

価
対
き
べ
る
あ
来
本
た

現
、
は
出
放
の
米
蓄
備

え
考
と
当
妥
は
で
況
状
の

防
を
大
拡
入
輸
。
す
ま
い

大
は
定
安
の
給
需
も
に
め
た

。
す
で
切

子
梨
真取

に
培
栽

た

進

水

的

保

へ 。
る試し読み
キャンペーン
試し読み
キャンペーン
農業共済新聞を読めば分かるシリーズ

な
化
地
畑
・

持
の
能
機
の
設

の
理
管
や
新
更

盛
も
ど
な
し
押Ｑ

・
正
適
の
地
農

。
は
て
い
つ
にＡ

く
い
で
ん
組
り
取
に
的
中
集

下
少
減
の
者
業
農
。
た

持
維 集た維
を 画

集
画

ど
な持効

のり
盛

正
適

試し読み試し読み試し読み試し読み
ど

試し読み
ど

試し読み
ど

試し読み
ど

試し読み試し読み試し読み
効

試し読み
効

試し読み
効

試し読み
効

試し読み試し読み試し読み試し読み試し読み試し読み試し読み試し読み試し読み試し読み試し読み試し読み

を
地
農
、
は

か
の
る
す

方
り
あ
の

地
農
ま
い差

が
し境

環
「美ばも

る

短と
有

で
体
全

かか
げ
投

で
に
か

れ
ら
め
求

に
論
議

か 全
体か

げでら

も

論
に
論

と
有

議美
う

全 が
し り

あ
地

短

ま
い「

農
か
の

す
り
あ申し込みはＮＯＳＡＩへ

▲新聞ＱＲ

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
と
つ
な
が
ろ
う
！

ま
ず
は
登
録

し
て
み
よ
う
！

こちらを読み込んで
友だち登録！

現
金
集
金
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
で
は
、
共
済
掛
金
等
の
集
金
業
務

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
掛
金
の
納
入
忘
れ
に
よ
る
保
険
切
れ
の
防
止
や
、
防

犯
・
安
全
の
確
保
、
納
入
手
続
き
の
利
便
性
向
上
を
図

る
た
め
、
最
寄
り
の
支
所
等
で
口
座
振
替
の
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

掛
金
の
納
入
は
口
座
振
替
で

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
で
は
、
組

合
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
、
農
業

保
険
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

遺言は、相続をめぐる紛争を防止するために有用な手段です。「自筆証書遺言書保管制度」なら、
ご自身が作成した遺言書を法務局で厳重に保管。改ざんや紛失などのおそれがなく安心です。相続
開始後には、指定した人に遺言書を保管していることを通知することができるほか、家庭裁判所で
の検認手続が不要になるなどメリットがいっぱい！義務化が始まった相続登記の申請にも使えま
す。費用は手数料3,900円のみ。残された方のために遺言書を作成しておきませんか。詳しくは最寄
りの法務局または下記までお問い合わせください。

自筆証書遺言書保管制度 検索
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地域の話題地域の話題

「
命
を
い
た
だ
く
以
上
、
無
駄
な
く
感
謝
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
供
養
に
な
る
」
と
話
し

ま
す
。

夫
婦
で
夢
を
追
い
か
け
る

　
狩
猟
期
以
外
は
、
建
設
業
の
ほ
か
、
18

年
前
か
ら
始
め
た
「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
」
23
㌃
の
栽
培
や
、
ア
ユ
捕
り
と
販
売

も
行
い
ま
す
。
「
命
を
い
た
だ
い
た
も

の
、
大
切
に
育
て
た
農
作
物
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
一
つ
一
つ
を
大
切
に
扱
う
夫
の
姿
勢

を
尊
敬
し
て
い
る
」
と
話
す
恵
さ
ん
。
子

育
て
が
一
段
落
し
た
現
在
は
、
狩
猟
や
農

作
業
を
手
伝
い
ま
す
。

き
、
３
年
前
に
約
１
㌃
の
畑
の
一
部
で
麦

の
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。
収
穫
後
の
麦
わ

ら
の
利
用
方
法
に
困
っ
て
い
た
時
、
家
族

か
ら
ヒ
ン
メ
リ
に
つ
い
て
聞
き
、
本
な
ど

を
参
考
に
し
て
制
作
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
乾
燥
さ
せ
た
麦
わ
ら
に
糸
を
通
し
て
編

ん
で
い
く
ヒ
ン
メ
リ
は
、
力
を
入
れ
す
ぎ

る
と
割
れ
て
し
ま
う
と
い
い
ま
す
。
麦
わ

ら
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
ス
ト
ロ
ー
で
練
習
を
重

ね
、
現
在
は
１
日
に
１
つ
の
ペ
ー

ス
で
制
作
し
て
い
ま
す
。

　
市
の
起
業
支
援
事
業
を
活
用

し
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
取
り
寄

せ
た
木
材
を
使
用
し
て
店
舗
を
建

設
。
気
軽
に
来
て
も
ら
え
る
店
を

目
指
し
、
２
０
２
５
年
２
月
に
開

店
し
ま
し
た
。

　
「
ヒ
ン
メ
リ
に
は
、
北
欧
で
は

家
を
守
る
、
幸
福
を
呼
び
込
む
と

い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
制
作
を

始
め
て
か
ら
、
お
客
さ
ん
と
の
出

会
い
な
ど
自
分
も
少
し
幸
せ
に
な

れ
た
気
が
し
ま
す
」
と
ほ
ほ
笑
ん

で
い
ま
す
。

　
三
次
市
廻
神
町
の
福
原
い
づ
み
さ
ん

（
67
）
は
、
自
身
の
畑
で
麦
を
栽
培
し
、

麦
わ
ら
を
使
っ
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
伝
統
の

飾
り
「
ヒ
ン
メ
リ
」
を
制
作
。
自
宅
そ
ば

で
営
む
手
作
り
雑
貨
の
店
「
丘
の
ア
ナ
ベ

ル
」
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
野
菜
や
花
き
を
栽
培
す
る
福
原
さ
ん

は
、
土
壌
改
良
の
効
果
が
あ
る
こ
と
を
聞

　
江
田
島
市
で
新
規
就
農
す
る
た
め
、

先
輩
農
家
の
松
林
佑
季
さ
ん
（
40
）
の

ハ
ウ
ス
で
特
産
キ
ュ
ウ
リ
の
栽
培
技
術

習
得
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
以
前
は
県
職
員
と
し
て
、
農
業
経
営

に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
、

農
家
に
経
営
発
展
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
い
ま
し
た
。
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

に
同
行
し
て
農
業
経
営
に
つ
い
て
話
す

う
ち
に
、
農
業
で
生
計
を
立
て
る
こ
と

に
魅
力
を
感
じ
、
就
農
す
る
こ
と
を
決

め
ま
し
た
。

　
２
０
２
２
年
に
、
妻
の
実
家
が
あ
る

江
田
島
市
に
移
住
し
ま
し
た
。
市
の
新

規
就
農
研
修
事
業
を
活
用
し
、
25
年
４

月
か
ら
１
年
半
の
研
修
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
事
業
で
は
、
新
規
就
農

者
は
先
輩
農
家
か
ら
栽
培
技
術
を
学
び

ま
す
。

　
松
林
さ
ん
に
は
「
産
地
を
存
続
さ
せ

る
た
め
に
必
要
な
人
材
。
地
域
に
溶
け

込
ん
で
、
先
輩
た
ち
か
ら
た
く
さ
ん
学

ん
で
ほ
し
い
」
と
言
っ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
今
は
研
修
を
受
け
、
自
力
で
経
営
の

基
盤
を
作
る
段
階
で
す
。
軌
道
に
乗
れ

ば
、
日
射
量
に
合
わ
せ
て
室
温
や
灌
水

量
、
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
О
²
）
濃
度
を

管
理
す
る
ス
マ
ー
ト
農
業
や
、
地
域
の

人
の
雇
用
に
挑
戦
し
て
み
た
い
で
す
。

就
農
に
向
け
て

先
輩
か
ら
学
ぶ

山本さん（右）は「老後も島で働きたい」と話す。左は松林さん

峰生さんは地域の有害鳥獣駆除班の隊長としても活動する。
右は妻の恵さん

ノ
シ
シ
の
猟
を
し
て
い
た
峰
生
さ
ん
は
、

「
捕
獲
し
た
も
の
を
安
心
し
て
食
べ
て
も
ら

え
る
商
品
に
し
た
い
。
狩
猟
や
食
肉
処
理
は

探
求
す
る
こ
と
が
多
く
、
生
涯
を
通
じ
て
取

り
組
め
る
の
で
は
」
と
考
え
、
２
０
２
３
年

12
月
に
自
宅
近
く
に
店
舗
を
兼
ね
た
食
肉
処

理
施
設
を
建
設
。
食
肉
処
理
は
11
月
か
ら
２

月
の
狩
猟
期
に
行
い
、
販
売
は
通
年
行
っ
て

い
ま
す
。

　
野
生
の
イ
ノ
シ
シ
は
肉
質
な
ど
個
体
差
が

あ
り
、
全
て
同
じ
品
質
に
仕

上
げ
る
こ
と
が
困
難
だ
と
い

い
ま
す
。
捕
獲
し
た
イ
ノ
シ

シ
は
、
す
ば
や
く
内
臓
を
摘

出
し
、
冷
蔵
庫
で
冷
や
し
て

翌
日
皮
剥
ぎ
。
そ
の
後
す
ぐ

に
精
肉
に
せ
ず
、
枝
肉
の
状

態
で
８
〜
９
日
間
冷
蔵
庫
で

熟
成
さ
せ
ま
す
。
こ
う
す
る

こ
と
で
、
肉
が
柔
ら
か
く
う

ま
味
が
凝
縮
さ
れ
ま
す
。

　
熟
成
後
、
解
体
の
段
階
で

食
味
の
確
認
を
行
い
、
に
お

い
な
ど
気
に
な
る
も
の
は
販

売
せ
ず
自
己
消
費
し
ま
す
。

　
「
イ
ノ
シ
シ
肉
の
お
い
し
さ
を
た
く
さ
ん

の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
府
中
市
上

下
町
で
「
猟
師
の
店
　
峰
屋
」
を
営
む
梶
田

峰
生
さ
んん（
53
）は
、
妻
・
恵
さ
ん（
50
）の

サ
ポ
ー
ト
の
も
と
、
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
か
ら

食
肉
処
理
、
販
売
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

狩
猟
か
ら
加
工
、
販
売
ま
で

枝
肉
は
冷
蔵
庫
で
熟
成

　
建
設
会
社
を
営
む
傍
ら
、
趣
味
と
し
て
イ

　
同
店
を
よ
く
利
用
し
て
い
る
と
い
う
近
所

に
住
む
前
原
み
ど
り
さ
ん
（
36
）
は
「
大
変

な
労
力
が
か
か
っ
て
い
る
の
に
、
お
い
し
い

お
肉
を
低
価
格
で
提
供
し
て
も
ら
え
、
買
わ

な
い
理
由
が
な
い
。
お
店
に
伺
う
た
び
に
、

太
陽
の
よ
う
に
明
る
く
仲
が
良
い
梶
田
さ
ん

ご
夫
妻
に
元
気
を
い
た
だ
い
て
い
る
」
と
話

し
ま
す
。

　
恵
さ
ん
は
峰
生
さ
ん
の
狩
猟
に
同
行
す
る

中
で
、
１
頭
捕
る
こ
と
の
大
変
さ
を
知
っ
た

と
い
い
ま
す
。
二
人
は
「
こ
れ
か
ら
も
夢
に

向
か
っ
て
一
緒
に
や
っ
て
い
き
た
い
。
い
ず

れ
は
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
使
っ
て
イ
ノ
シ
シ

肉
の
料
理
を
提
供
で
き
た
ら
」
と
笑
顔
で
話

し
て
い
ま
す
。

スライサーの横で「施設は使いやすさを考えて設計しました」と峰生さん

商品はネット販売も行っている

「お店に来た人に、お気に入りを見つけてもらえるとうれしい」と福原さん

麦
わ
ら
を
活
用

伝
統
の
飾
り

江
田
島
市
江
田
島
町

山
本 

秀
哉
さ
ん 

（38）

や
ま

も
と

し
ゅ
う

ゆ
う

き

や

三次市 府中市

イ
ノ
シ
シ
肉
の

魅
力
を
広
め
た
い
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②タマネギが有名な、瀬戸内海に浮
かぶ兵庫県の島
④中国でお茶と点心（小籠包や
シューマイなどの軽食）を食べる
こと。「飲茶」 
⑤恩返しをしないで、かえって相手
に害を与えるような行為。恩を〇
〇で返す
⑥アレイからすこじまから見えるも
の（ヒント:P14）
⑧ガラスの表面を削って模様を作る
ガラス細工。江戸や薩摩が有名
⑬空が気持ちよく澄み渡っている
こと
⑭夏の大三角のひとつ。ベガ、〇〇
〇、アルタイル 
⑮果物や野菜に含まれる糖分の割
合を示す数値
⑰ボスのような重要人物のこと。政
界の〇〇
⑱草や穀物を刈る農具の一種

①ドイツ語で「ビール」を意味する
言葉。〇〇ガーデン、〇〇ホール 
③緊張した時や不安な時に出る汗 
⑦注意が足りず隙が多く、他人に
付け込まれやすいこと。〇〇が
甘い 
⑨相手に断らない、許可や承諾
をとらないこと 
⑩茶室の客用の入り口。身をかが
めなければ入れないほど小さい
⑪力士が片足を高く上げて踏み
つける行為
⑫夜に開催される社交的な催し。
音楽会や舞踏会など 
⑭事実とは異なること。いいかげ
んなうわさ話 
⑯ゲームやギャンブルで不正な
行為をすること。〇〇サマ 
⑰火薬の燃焼を他に伝える線。事
件のきっかけの比喩で使われる
⑲市場で高く評価されている特
定の産地や品種の米 

タテのカギ ヨコのカギ

⑲

⑰

⑪ ⑫ ⑬

⑮ ⑯⑭

⑱

①

⑧ ⑨⑦

⑩

⑥⑤④③②
A

B

D

E

C

A B C D

ク
イ
ズ
の
応
募
に
合
わ
せ
て
た
く
さ
ん
の
お
声
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

お
た
よ
り

フ
キ
ノ
ト
ウ

※
応
募
い
た
だ
い
た
２
１
２
通
の

は
が
き
の
中
か
ら
厳
正
な
抽
選

を
行
い
、30
名
の
方
に
景
品
を
お

届
け
し
ま
し
た
。

前
回
の
答
え

フ ト ン 　 テ イ カ
ウ リ 　 サ ブ ス ク
シ ユ ウ ラ ク 　 ウ
　 フ 　 ウ ロ コ
シ 　 マ ド 　 ウ ノ
カ イ シ ン ゲ キ
ト ウ ユ 　 カ ヨ ウ

呉・中元本店の
「“トビキリ”セット」

正解者の中から抽選で20名様にプレゼント

県内散歩で訪ねた呉市にある（株）中元本店より、ラムネ
や漬物、酒かすなど自慢の商品を詰め合わせてお届けしま
す。（写真はイメージです）

今回のプレゼント

E

は
が
き
に
答
え
を
書
い
て

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

おもて うら

732－0052

広
島
市
東
区
光
町

一
丁
目
２
番
23
号

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島

　
　
　
　
ク
イ
ズ
係

●
締
め
切
り（

当
日
の
消
印
有
効
）

2
0
2
５
年

11
月
14
日（
金
）

※

当
選
者
の
発
表
は
、景
品
の
発

送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

※

ご
意
見
・
ご
感
想
を
紙
面
で
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※

は
が
き
の
内
容
は
、景
品
の
発

送
と
紙
面
作
り
以
外
の
目
的
に

は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

※

ご
応
募
は
お
一
人
様
１
回
限
り

有
効
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・クイズの答え
・郵便番号
・住所
・お名前
・年齢
・電話番号
・広報紙へのご意見
  ご感想など

85
円

応
募
方
法

ショーロンポー

福住フライケーキ

アレイからすこじま
港町珈琲店

ゆめタウン呉

大和ミュージアム

エディオン
呉本店

入船山記念館

呉駅
31

185

487

県
内
に
は
す
て
き
な
取
り
組
み
を
さ
れ

て
い
る
農
家
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
ご
紹
介
し
た
加
工
品
、
ぜ
ひ
買
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
♪

●
県
内
で
の
加
工
品
製
造
に
つ
い
て
記
載
し
て
あ
り
、

買
っ
て
み
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
取
り
組
ん

で
お
ら
れ
る
思
い
を
知
る
こ
と
で
、
元
気
を
も
ら
い
ま

し
た
。

世
羅
郡
　
Ｄ
さ
ん
（
64
)

物
価
が
上
が
り
、
野
菜
の
値
段
も
高
く
な

り
ま
し
た
ね
。
自
宅
で
の
野
菜
作
り
、
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
！

●
野
菜
高
騰
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
て
、
や
っ
ぱ
り
頑

張
っ
て
今
年
も
い
ろ
い
ろ
な
野
菜
に
挑
戦
し
よ
う
と

思
い
ま
す
。

    

三
次
市
　
Ｆ
さ
ん
（
74
)

●
孫
（
26
歳
）
が
山
、
田
、
畑
の
存
続
を
気
に
か
け
て

く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
「
農
地
を
捨
て
て
は
い

け
ん
」
と
気
持
ち
だ
け
で
も
心
強
い
言
葉
を
か
け
て
く

れ
ま
す
。
お
手
伝
い
も
し
て
く
れ
ま
す
。

広
島
市
　
Ｓ
さ
ん
（
77
)

お
孫
さ
ん
の
言
葉
、
頼
も
し
い
で
す

ね
。
若
い
世
代
と
一
緒
に
大
切
な
農
地

を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

軍
港
の
面
影
残
る
海
辺
の
公
園

ア
レ
イ
か
ら
す
こ
じ
ま

　
世
界
で
も
珍
し
く
、
潜
水
艦
を
間

近
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
公
園
で
、

海
上
自
衛
隊
の
潜
水
艦
と
護
衛
艦
が

停
泊
し
て
い
ま
す
。

　
周
り
に
は
旧
海
軍
工
廠
の
れ
ん
が

造
り
の
建
物
が
並
ん
で
い
て
、
か
つ

て
呉
が
重
要
な
軍
港
と
し
て
栄
え
た
こ
と
を
し
の
ば
せ

ま
す
。

　
海
風
を
感
じ
な
が
ら
、
園
内
の
小
道
を
ゆ
っ
く
り
散

策
し
て
み
て
は
。

　
カ
リ
ッ
と
し
た
外
側
の
衣
の
中
に
、
ふ
わ
っ
と
し

た
生
地
と
程
よ
い
甘
さ
の
こ
し
あ
ん
が
包
ま
れ
た
揚

げ
ま
ん
じ
ゅ
う
「
フ
ラ
イ
ケ
ー
キ
」
を
考
案
し
、
１

９
４
７
年
に
開
店
し
た
フ
ラ
イ
ケ
ー
キ
専
門
店
。
今

も
市
内
の
同
じ
場
所
で
営
業
を
続
け
て
い
ま
す
。
　

　
地
元
の
人
々
や
観
光
客
が
次
々
と
訪
れ
、
数
十
個

単
位
で
買
っ
て
い
く
人
も
。
夕
方
に
な
る
と
売
り
切

れ
る
こ
と
も
あ
る
人
気
店
で
す
。

長
年
地
元
で
愛
さ
れ
続
け
る

福
住 

フ
ラ
イ
ケ
ー
キ

ふ
く

ず
み

こ
う
し
ょ
う

ＮＯＳＡＩキャラクターの「ノーサイくん」が、
地域ならではの見所などを

訪ねて県内を散策。
今回は呉市へ行ってきました。

呉市 編

潜水艦「くろしお」直伝の、
柔らかい牛すじが入った
「呉海自カレー」

昭和町れんが倉庫群

呉市昭和町
【入園料】無料
【休園日】なし
【アクセス】　
●バス：広電バス 呉駅から呉倉橋島線 音戸・倉橋方面ゆき
　「潜水隊前」バス停下車、徒歩約１分
●車：広島呉道路（クレアライン）呉ＩＣから約10分、
　アレイからすこじま駐車場（無料）
　※利用時間８：00～20：00

アレイからすこじま

呉市昭和町６-17
【営業時間】11：00～18：00（L.O.17：30）
※日曜日は８：00～18：00（L.O.17：30）
【定休日】火曜日

港町珈琲店

食
感
と
や
さ
し
い
甘
さ
が

た
ま
ら
な
〜
い

食
べ
過
ぎ
ち
ゃ
っ
た

食
感
と
や
さ
し
い
甘
さ
が

た
ま
ら
な
〜
い

食
べ
過
ぎ
ち
ゃ
っ
た

呉市中通４-12-20
【TEL】0823-25-4060
【営業時間】10：15～売り切れ次第終了
【定休日】火曜日、ほか不定休
　　　　（ＳＮＳでご確認ください）
【駐車場】なし（近隣の有料駐車場を利用）
【アクセス】ＪＲ呉線 呉駅から徒歩約15分、
または呉駅から広電バス「本通３丁目」バス停から徒歩２分

福住 フライケーキ

店舗がある商店街

潜
水
艦
を
近
く
で

見
た
の
は
初
め
て
！

潜
水
艦
を
近
く
で

見
た
の
は
初
め
て
！

呉湾や公園を眺めながら
食事ができます
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残
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み
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M
ade in H

iroshim
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安心と信
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本　所
北広島支所

　廿日市出張所

082-262-4711

0826-72-3107

0829-32-5121

NOSAI広島への
お問い合わせ・ご連絡先

東広島支所

　江田島連絡所

福山支所

　府中出張所

三次支所

082-434-4337

0823-45-2019

084-970-1620

0847-44-9577

0824-66-3111

「
警
察
署
」
や
「
警
察
本
部
」
に

な
り
す
ま
し
た
電
話
に
注
意
!!

廿日市市でナスを栽培する甲斐 仁さん。
詳しくは11ページでご紹介しています。

き
ら
り

　
今
年
４
月
か
ら
真
金
原
地
区
の
共
済

委
員
を
務
め
て
い
ま
す
。
地
域
の
方
と

組
合
の
橋
渡
し
の
役
割
を
担
っ
て
い
る

と
思
い
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
口
和
町
は
「
和
牛
の
里
」
と
し
て
知

ら
れ
、
私
自
身
も
削
蹄
師
と
し
て
40
年

あ
ま
り
畜
産
業
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
育
ち
盛
り
の
孫
た
ち
の
喜

ぶ
顔
を
見
た
く
て
、
丹
精
込
め
て
米
や

野
菜
を
作
っ
て
い
ま
す
。
家
族
と
の
ん

び
り
、
楽
し
ん
で
農
業
を
続
け
て
い
き

た
い
で
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

パ
ー
ト
ナ
ー

み
や

の

や
す

き
よ

庄
原
市
口
和
町宮

野 
康
清 

さ
ん 

(73)

　
東
広
島
市
を
中
心
に
活
動
す
る
社
会

人
劇
団
「
芝
居
空
間
侍
エ
レ
ク
ト
リ
カ

ル
パ
レ
ー
ド
」
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

年
明
け
に
は
東
広
島
市
市
民
文
化
セ
ン

タ
ー
で
第
15
回
の
公
演
を
行
う
予
定
で

す
。
老
若
男
女
誰
で
も
楽
し
め
る
演
劇

を
目
指
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
見
に

来
て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
６
月
か
ら
ベ
ラ
ン
ダ
で
家
庭
菜
園

を
始
め
ま
し
た
。
初
め
て
収
穫
し
た
ピ
ー

マ
ン
は
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

小
池 
香
陽
子 

さ
ん 

（29）

こ

い
け

か

よ

こ こ

東
広
島
市

第 号45
2025

広
島
県
警
防
犯
情
報

困
っ
た
と
き
は

最
寄
り
の
警
察
署
ま
た
は

「
＃
９
１
１
０
」
に
連
絡
を
!!

電
話
に
出
る
と
警
察
官
を
名
乗
る
者
か
ら
・
・
・

必
ず
一
度
電
話
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

警
察
官
が
電
話
で
連
絡
し
、
捜
査
の
た
め
に

お
金
を
要
求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
！

相
手
の
所
属
、
名
前
、
内
線
番
号
な
ど
を
確
認
し
、

き
ん
ば
ら

ま

082-◯◯◯-0110

実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
る
警
察
の

代
表
電
話
な
ど
が
表
示
さ
れ
る

「
あ
な
た
に
犯
罪
の
容
疑
が
か
か
っ
て
い
る
」

「
身
の
潔
白
を
証
明
す
る
た
め
調
査
す
る
必
要
が

あ
る
」
な
ど
と
言
い
、
お
金
を
要
求
し
て
き
ま
す
!!

警
察
官
を
か
た
る
手
口
が
激
増
し
て
お
り
、

中
に
は
実
在
す
る
警
察
署
や
警
察
本
部
の

電
話
番
号
を
表
示
さ
せ
て
電
話
を
か
け
る

手
口
が
あ
り
ま
す
。




